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   国立天文台・天文情報センター・アーカイブ室 中桐正夫 

 

* JNLT 中桐新聞 154 号、155 号発見 

アーカイブ室新聞 58 号に「大型望遠鏡室新聞（JNLT 中桐新聞）」のデジタルアーカイブ

の記事を書いた。この新聞は 1991 年 4 月 15 日から 1993 年 11 月 22 日まで 153 号発行され

たと書き、全てをデジタル化し、アーカイブした。この新聞の主筆であった筆者は 1993 年

11 月 27 日から 3週間ばかりハワイの出張し、翌年 4月からハワイに赴任する予定であった

し、すばる室会議の報告は田村さんに代わっていたので、この 153 号で JNLT 中桐新聞は終

っていたと思っていた。 

古い資料を整理していたところ、ハワイに到着して、154 号、155 号を発行して日本に送

っていた原稿を発見した。たぶん、この 2号は日本で配布される事はなかったのであろう。

いまさらと思うが、153 号で終っているより、155 号で終わる方がいいのでこの 2号もデジ

タル化しアーカイブしたので紹介しておく。 

このハワイ行きは、突然の事故で急遽出張となったものであった。当時、すばる建設工

事立会いでハワイに滞在していた宮下君が、アキレス腱断裂という大怪我をし、山頂視察

が出来なくなったため、中桐が急遽、派遣される事になったのである。そのあたりの事情

も 154 号に詳しい。153 号までとは全く違った内容になっている。153 号まではすばる室会

議報告が主で、裏面には当面のスケジュールが記載されていた。154、155 号はハワイ滞在

中の日誌である。ハワイで生活始めた様子が読み取れるのだが、私事の日記のようにも読

める。日記を公開する気などないが、これは公務で出張した日誌という位置づけである。 

紙面の都合で、「すばる」の完成予想図 2 つを紹介します。現在、実際に完成した「す

ばる」との違いの大きさに愕然とするではありませんか、長期にわたる大きなプロジェク

トならでは起きた現象でしょう。 

  

右の写真は、1991 年 7 月 15 日発行の JNLT 中桐新聞 14 号に掲載されたものです。当初は

普通の丸い屋根のドームが考えられており、大きく変化した事がわかります。 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 今、読み返してみると、誤字誤植も多いですが、悪しからず。 


